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1．本書は、大分市教育委員会が、三井不動産株式会社の開発申請による、野田山遺跡発掘調査の
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事業主体

中原壮六三井不動産（株）大分支店長
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序文

当遺跡は、国立大分医科大学の建設に伴なう学園都市開発申請に

基づき、制約された日程の中で、予備調査・本調査を実施いたし

ましたが、調査にあたり多くの方々の御協力により成果をあげる

ことができましたことを、哀心より感謝いたします。

また調査に際し、御指導くださった諸先生方をはじめ、とくに

文化財に深い御理解をいただいた三井不動産株式会社に、心から

謝意を表しますとともに、今後とも文化財保護に対し、御協力方

をお願いする次第であります。

なお、本報告書が考古学の解明と文化財に対する理解、啓発等

に御活用いただければ幸いです。

昭和５４年３月

大分市教育委員会

教育長松本喜義
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Ｉ調査にいたる経過

三井不動産株式会社の野田山学園都市開発申請により、昭和５２年６月２０日から８月１０日ま

で、第１次および第２次の調査をおこなった。学園都市開発予定地の隣接地たる大分医科大学敷地

内は昭和４９年に大分県文化課による下黒野遺跡発掘調査の結果、旧石器・縄文・弥生の各時代に

わたる石器・土器片が多数発掘されている。よって、開発予定地である２０９．９３５㎡の広大な土

地、その殆んどにわたって雑木・竹・雑草のおいしげる山林を、全面踏査し、そのうち遺跡の存在

する可能性があると思われる地区をＡ・Ｂ・Ｃ。Ｄ地区としてえらび、グリットによる調査をおこ
なった。

第１次調査はグリット（ベンチマークより、１０７７zごとに２泥×２ｍ）による調査を行ない、第

２次調査はＡ地区の集石を中心にしての拡張調査をおこなった。

基本層序

懸皇:}淵。
Ⅲ暗褐色土層（範文早期の包含厨）

(旧石器出土層）

(ローム層）

:戸"字．］
Ｖ黄茶褐色粘質土層

("'） Ⅵ黄褐色砂質層

第１図野田山基本層序
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Ｉ遺跡の立地と環境

野田山遺跡は大分市の西端にあって、挟間町に接し、賀来川と大分川にはさまれた舌状台地（標

高９１ｍ）にある。大分川を南にし、賀来川を北にひかえ、北西に高崎山を、遠くは由布・鶴見の峻

峯を望むことができる。

遺跡に隣接して北に下黒野遺跡（大分県文化課発掘調査、昭和４９年)､賀来川をへだてて千代丸古

墳があり、東南には豊後国分寺跡が存在する。

本遺跡は下黒野遺跡､庄ノ原遺跡とと

↓も(こ旧石器・縄文･弥生各時代にわた

る貴重な遺跡であり、また北に接して

挟間町赤野弥生遺跡へと広がっている。

当時の生活舞台としては、はなはだ良

好な地勢であったと言えよう。

Ⅲ調査の概要

~定－－一一~

野田山遺跡遠景

第１次調査を昭和５２年６月２０日から７月７日まで、第２次調査を７月１８日から８月１０日

までおこなった。

第１次調査

開発予定面積２０９．９３５"fを、遺跡可能地区としてＡ・Ｂ・Ｃ．Ｄの４地区にわけ、各地区とも

１０７７２方眼を組み、うち２加×277zの小グリツトについて発掘調査をおこなった（･他の地域につい

ては踏査を実施した）。

約１２００"fにわたる調査の結果、Ｂ・Ｃ．Ｄ地区においては遺構・遺物の検出ができなかったが、

Ａ地区において東２２０?７２，南７０７刀の広さにわたり、各グリツトから旧石器、縄文早期の集石遺柵

および土器等が検出できた◎当地区を重視し、第２次調査を実施した。よって、発掘面積は２８Q7f

である。

第２次調査

第１次調査の結果、Ａ地区が有望な遺跡であることが判明した４９４㎡について、発掘調査を実

施した。

調査は第１次調査で明らかとなった集石遺購及び遺物集中グリット（20-Ｈ２０－Ｒ１９－Ｆ）を中

心にこれを拡張し、さらに土塊等の遺構状況から判断して周辺部の拡張を続行した。調査の結果、

縄文早期の遺構・遺物が確認できた。調査終了の直前に、さらに発掘地区内のＢ区、Ｄ区について

ローム層を掘り下げ、旧石器時代後期のナイフ形石器、石核等を検出しえた。

－５－



1号炉穴

１ 週横

瀞
露１拠石遺描

Ｂ区Ｄ|函

１０ｍ；
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母
筑２築石遺柵

第３出石遺削

Ａ区Ｃ区Ｃ区

０
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ｏ
榊

穴厩
ｃ
ｃ
趣 ０

６吟土拡

長楕円形状のプランを呈する第

１～１０号土塊の覆土は黒褐色で

あり、覆土中より縄文早期の土器

が出土している。

で禦麓嚇謙誓鱗
たもの（第１～５号）があり、後

者は熊本県久保遺跡鵠のﾋﾄヂ
状に切合関係のある炉穴と類似し

ている。以下、各遺構の概略を述

べる。

第１号炉穴

長さ約３×０．８７７２、深さ約１５

”を測り、長軸方位をＮ－５ｏ－Ｅ

に向ける。南側に焼土をもつ。

第２号炉穴

長さ約１．５×０．７ｍ、深さ約２５

”を測り、長軸方位をＮ－６５ｏ－

Ｗに向ける。東南側に焼土を有し

第１炉穴を切っている。出土遺物

穴

４

Ｗ調査の結果

－６－
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第５図第１－５号炉穴実測図
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８号炉穴実測例

Iま条痕文深鉢形土器の底部片を床面で確認した。

第３号炉穴

長さ約１．８×０．８７７２、深さ約４０”を測り，長

軸方位をＮ－２０。－Ｅに向ける。東北側に焼土を有

する条痕文土器の口縁部片が出土した。

第４号炉穴

長さ約２×0.977Z、深さ４０”測り、長軸方位

をＮ－４４Ｐ－Ｗに向ける。西北側に焼土を有する。

第５号炉穴により切られ、条痕文土器の口縁部片

が出土している。

第５号炉穴

長さ約2.2×０．８７７１、深さ約３０節を測り、長軸

方位をＮ－８０ｏ－Ｅに向ける。北側面から東側にか

けて焼土を有する。

第６号±鉱．

長さ約１５×０６７７z、深さ約２０”を測り、長軸

方位をＮ－Ｓに向ける。焼土はない。

~、_一

ｒＴ

－７－

6号土拡実測膜

１ｍ
［
０
．

7号炉穴実測図

Ｌ

第７号炉穴

長さ約２×０．９"z、深さ約２５”を測り、長軸

方位をＮ－３０－Ｅに向ける。西北側に焼土を有

し、土器小片が出土した。

第８号炉穴

長さ約１．８×0.977z、深さ約３０”を測り、長

軸方位をＮ－５０ＬＥに向ける｡東北側に焼土を;存す~る。

第９号±鉱

長さ約１．２×０．６ｍ、深さ約１０”を測り、長

軸方位をＥ一Ｗに向ける。焼土はない。

第１０号炉穴

長さ約１．５×0.677z、深さ約２０”を測り、長

軸方位をＮ－２０＝Eに向ける。詞上側に焼土を有する。

注１．当遺跡で確認した１０基の遺構について

全て楕円形のプランをもち土塊状を呈す

るが、土拡内の一部に厚く堆積した焼土

を有するものを炉穴とし、他の土塊とは

区別した。

Ｔ
Ⅱ
且 ＝９２ｍ

日-92ｍ

注２．久保遺跡（櫛島遺跡編）

熊本県文化財調査報告書第１８集

熊本県教育委員会１９７５

第６図第６－１０号土拡・炉穴実測図

１０号炉穴実測図

９号炉穴実測捌

、ご－

Ｌ＝９２ｍ



B区第２集石遺櫛実測図Ｑ－－当0ｍ

１
集石遺構

第３集石遺樹実測図Ｌ－－－－＝』１ｍ

第７図集石遺#§実測図

当遺跡より検出された集石遺構はいず･れもロー

ム層面の直上に設営されたものであり、同時期と

考えられる土鉱群を囲む様な状態で存在し、各々

に異った様相を呈している。

考察は別稿に記すことにして、ここでは個々の

出土状態を述べる。

第１集石遺構

当遺構は第１調査Ｈ－２０Ｇ内で検出されたもの

であり、第２次調査で再確認した結果、Ａ区南の

１～５号土鉱に近接して存在することが判明した。

ローム層に皿状のわずかな掘り込みを有し、中

に大小の河床操を投入、あるいは安置したものと

思われ、その形状は径約１頑の円形プランを呈す

るものである。

河床磯はいずれも火を受けており、ほぼ２段に

堆積している。

非常に安定した状態であり、意図的な設置が考

えられる。

第２集石遺構

Ｂ区北部に位置する当遺構は、ローム層内に深

さ１０”程度の円形の掘り込みの中央に、径２０

”程度の馬平磯を安置し、周囲にやや小さな操を

花弁状に配置したもので、配石上部には挙大の焼

喫を投入した状態であった。

なお、掘り込みと隣接して約１０”程度堆積し

た焼土を確認した。

第３集石遺構

第２集石遺構の西に位置しており、前述の２集

石遺構と比較すると、集石の状態、掘り込みの有

無等において差異が認められる。

挙大の焼石が大部分であり、２×２ｍの範囲に

投棄したと思われ、前者の意図的な配置がうかが

える遺構とは異なり、堆積の状態も認められず、

掘り込みもない単なる集石状態を呈するものであ

る。
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野田山遺跡からは、縄文早期の無文、条痕文土器が出土し、

その中でも条痕文土器が主体となる。本遺跡に近接する挟

間町下黒野遺跡では、無文、条痕文土器に伴なって押型文土

器が出土しているが、本遺跡では押型文土器の出土はなかっ

た。

なお、本遺跡の出土遺物はおおきく、３分類することができ

る。第Ｉ類は、口縁下のコブ状突起を施されたもの。第Ｉ

類は口縁部直口するものとやや外反気味になるもの、第Ⅲ

類は口縁部が内傾し大形で厚手のものである。また、Ｉ類

Ⅲ類土器については、異った出土地点からの接合も数例で

あるが確認した。（第８図参照）

第Ｉ類土器（第９図①～③）

発掘区内より出土のもので、口縁直下にコブ状突起を付

しているものは３点のみである。

①の口縁部は内傾気味で、内外共に条痕文を施している。

色調は暗黄色でスミ付着、②③の口縁部は直口気味で、色調

は赤褐色、②の内面に条痕文、③は無文である。①②③の胎

土は砂粒、黒雲母が混入、焼成も良好、器壁は厚手のもので

ある。
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第Ⅱ類土器（第１０図①～⑬）

Ｉ類土器内にも条痕文を施しているもの①～⑤⑦⑧⑨⑩⑯⑰と無文のもの⑥⑫⑬⑭⑮⑬がある。

また、①へ⑮までは、ほぼ口縁部直口になるものと⑯⑰⑬は口縁部が外反気味になるものと⑯⑰⑬

は口縁部が外反気味になるものに分けられる。条痕文士器も①②④⑤⑦⑰は外面のみに条痕を施し

しており、③⑥⑧⑨⑩⑯は内外面に条痕を施している。(5)⑥は口縁端部に径約１”の補修孔を施し

ているもので、この２点のみである。Ⅱ類土器内の条痕文は貝殻とは異なる施文貝で条痕を施した

形跡がある。色調は赤褐色から黄褐色を呈し、胎土は黒雲母、砂粒を混入、焼成良好である。

第Ｅ類土器（第１０図⑲～⑳）

ｍ類土器は口縁部内傾気味で胴部は幾分ふくらみをもち、器壁は厚手、口径も大形である。⑲の内

外面に条痕を施し、⑳⑳は無文である。復原口径は⑲の約２５噸、⑳の約２８噸、⑳の約３６噸を

測る。⑲⑳⑳は赤褐色を呈し、胎土は黒雲母、砂粒を混入、焼成良好である。

１．１．，類土器は器面調整するため、指ナデを施している。

底部（第１０図⑳～⑳）

尖底の底部である。⑳⑳はやや丸底気味ではあるが、尖底とみなしてよいと思われる。

遺構内出土土器（第１１図①～⑤）

④⑤は第２号炉穴内出土の土器である。④の口径約２６”を測る。口縁部は直口で、器面外側に

条痕文があり、内側は指ナデを施している。⑤の復原高約３５”、口径約３５”を測る。

器壁は厚手で、器面に条痕文を施し、上部は条痕を消す。指ナデを施している。④⑤の色調は赤褐

色、胎土は砂粒混入、焼成は良好である。①は第３号炉穴内出土の土器である。口縁部は直口で器

壁が薄く器面に条痕文を施している。②③は第４号炉穴出土の土器である。口縁部は直口で口径約

２０鋤を測る。

1１

第９図Ｉ類土器実測図
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当調査ではＢ区全体、Ｄ区の北、南端について旧石器時代の発掘を実施した結果、ローム層下１０

”程度で遺物包含層を検出した。

以下、遺物の概要である。

①・②は、縦長剥片を素材とした九州型ナイフ形石器で、基部には細かい調整が施されている。①

｡②ともホルンフェルス製である。

③は基部だけであるが、調整状況、断面より三稜ポイントと思われる。ホルンフェルス製である。

④。⑤・⑥は比較的大型の縦長剥片で、いずれも打面を有する。

グ
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ク〃
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第１１図遺構内出土土器実測図（①－３号炉穴。②。③－４号炉穴。④。⑤－２号炉穴）
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②は器面外側に条痕文があり、内側は指ナデを施している。③は器面内外共に条痕文がある。②③

の色調は赤褐色、胎土は砂粒混入、焼成良好である。炉穴内出土の土器は少量であるが、第２号炉

穴の出土遺物は床面で確認された。①～⑤の出土遺物は第Ｉ類土器である。
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旧石器時代

Ｗ鰯

表１，野田山遺跡Ｂ・Ｄ区出土旧石器時代遺物一覧

－、

④は接合資料で、縦長剥片のほぼ中央部を折損したものであり、剥片利用の好資料である。④。⑥

については、側縁に使用痕が見られ、石刃とも考えられる。全てホルンフェルス製である。

なお、Ｄ区でチャート製のスモールブレイドを打剥したと思われる石核１点が出土している。ホ

ルンフェルス製の石核は未出土である。

野田山Ｂ区出土旧石器実測図第１２図

今齢
【＞

fノ

Ｉ鴫雪⑨

－１３－

／

△Ｉ

咽

=三＝、

⑥ ５(ｃ
可
ｌ
Ｉ
４

ｒ
」

区

名称 ナイフ

形石器

三稜ポ
イント

石核 石刃 掻器
二次加

工石器

縦長

剥片

横長

剥片
他 石質

Ｂ区 ２ １ ０ ４ ０ ２ １ ２ ５

ホルンフェルス１１．

頁岩１．珪板岩３．
安山岩２．

Ｄ区 ０ ０ １ ０ １ ２ ２ ３ ４

ホルンフェルス１．

頁岩2．安山岩４．
珪板岩４．黒暇石１．



Ｖまとめ

１遺構

県内における縄文時代早期の遺構は、野津町菅無田遺跡の焼石炉、挟間町下黒野遺跡の花弁状

に配石した炉跡等があるが､当遺跡出土の炉穴は県内黒初見のものである。
注２

土拡・炉穴

当遺跡で検出した土拡・炉穴は’０基であり、うち８基が片方に比較的厚く堆積した焼土を有

する炉穴である。’～５号炉穴の切り合い以外は適当な間隔をもって設置されている。全体に、

形体的に長楕円形を呈し、炉穴床面のやや深い片面に焼土を有し、半数近くが焼土面を北に向け

るといった企画性を見出すことができる。

これら炉穴のもつ性格等については初見のものでもあり不明な点が多いが、片方に厚く堆積し

た焼土を有することから短期間に何度も炉穴内で火をたいたものと思われ、埋葬、あるいは食物

貯蔵に使用されたとは考え難く、関東地方を中心として発達した同期あるいは前期の炉穴（ろあ

な）的要素が強いと思われる。

藤については､長楕円形､ある不定形状を呈するものが多く､一方に火をたいたと思われる
焼土を有することが特長であり、また、炉穴近辺に集石遺構を伴う例が多いことから、炉穴内で

操を焼き、付近でいわゆる蒸焼的な食物調理が行われたと考えられており、炉穴内に焼石のつま

ったもの、あるいは炉穴内の焼石の間に木炭片が検出された例が見られる。

また、このほかに土器焼成、土器を媒介とした烹煮の場が考えられているが、後者については、

当遺跡２号炉穴内で比較的大型の尖底土器の出土もあり、可能性があるが、１例のみでもあり、

限定は困難である。

集石遺構

当遺跡より出土した集石３基は各々 異った性格を有する。第１集石遺構は、県内旧石器時代炉

跡の形体を継続したと思れる円形プランに磯を積んだもの。第２集石遺構は、近接した位置にあ

る下黒野遺跡で出土した。花弁状に操を配置したものを基礎として、上に小喋を基礎部分に積み

上げて一種の蒸焼が行われたと考えている。下黒野遺跡では土堪の出土はないが、小磯を焼くた

めに設営されたとも考えられる。

第３集石遺構は、こうして使用される小磯の保管を意味するものか、使用後の単なる廃棄場

のいずれかであろうが、焼喋が多い事から見ると、後者の感が強い。

柱穴

適当な間隔をもって設営された土･拡・集石は、ほぼ台地中部にあたり、柱穴は台地南傾斜地に

あたるＡ区南端に集中して見られた。

柱穴は浅く、位置関係も調査範囲の中のみでは決定できなかったが、住居跡の存在が考えられ、

士拡・集石とは明らかに区別された場所に設置されたことがうかがえる。

注１．m野津川流域の遺跡」昭和５１年野津町教育委員会
注２．「下黒野遺跡」昭和４９年大分県教育委員会
注３．炉穴は九州では熊本、長崎県でも確認されている。

－１４－



２遺物

土器

野田山遺跡出土の縄文早期の無文、条痕文土器は厚さ２０”程度の第ｍ層暗褐色土層（下黒野

遺跡第Ｗ層に相当する）に包含されている。土器に共伴すると思われる石器類の出土及び押型文
土器の出土は皆無であった。出土土器は器面に縦・横・斜方向の条痕文土器と無文土器が主体と

なるが条痕文が圧到的に多い。条痕土器については､貝殻条痕とは異なり、平行に走る条痕をもつことから

貝殻以外の櫛状の施文具を使用したことが考えられる。条痕文土器、無文土器の形態は第Ｗ章でのべた

ように、Ⅲ分類できるカミ概していえば､削抵直口ＣＤにi器で器壁厚手のものが主体をなしている。

県内の縄文早期の遺跡では、無文土器と押型文土器が共伴する下黒野遺跡。条痕文土器と無文

土器と、押型文土器を共伴する臼杵市東台遺跡｡無文土器と押型文土器を共伴する杵築市.稲荷山遺

跡などがあげられる｡特に本遺跡に近接している下黒野遺跡については､第m層黒褐色鍋より
早水台Ｉ式・第Ｗ層暗褐色土層では、無文土器が少量であるが出土している。また、九重町二日

市洞穴の第１次～第８次調査では、第９文化層まで確認されて.おり、第３文化層では、田村式土

器、第４文化層では、早水台、稲荷山式土器のほか無文土器がそれぞれに共伴する（無文土器１

式）、第５文化層では尖底の条痕文（斜方向）、押型文土器が出土しており、東台遺跡などが同

層に比較されている。

第６文化層では、無文、条痕文土器が共伴し、第７文化層は、丸底無文土器である（無文土器Ｉ

式）。第９文化層では、条痕文土器が出土している。特に、第６、第７文化層は無文土器Ｉ式と

して押型文土器を共伴しないもので、押型文土器よりも先行する時期にあるものと考えられてい

る。これらを考察してみると、本遺跡の土器は層序からみても明らかに下黒野遺跡の第Ⅲ層黒褐

色土層の押型文土器よりも先行する時期に存在しており、また、形態的に底部尖底を呈すること

から、二日市洞穴第７文化層の円底よりは新しい様相をもっと考えられ、むしろ第６文化層に比

定されよう。

注1．稲荷山遺跡緊急発掘調査大分県文化財調査報告書第２０２１合輯
一昭和４２年度新産都区域内緊急発掘調査一
大分県教育委員会１９６７

注2．二日市洞穴の調査（第１～３次）
玖珠郡九重町教育委員会１９７７

旧石器

ローム層１０”程度下で確認した後期旧石器時代の遺物は、発掘区東部に広がる傾向をみせ、当

調査では中心を探りえなかった。

遺跡包含層からは、九州型ナイフ形石器のほか、大型の縦長剥片･横長剥片がほぼ半々の割合で

出土した。石材は大野川中流域に転喋として多く見られるホルンフェルスが主体を占め、石器の

大部分の素材となっているが、質の荒い安山岩質の素材は、主として横長剥片に見られ、同質の

石器は皆無であった。

資料が少なく、他遺跡との編年的比較は困難であるが、県内臼杵市東台遺跡、挟間町下黒野遺
注１

跡、野津町新生遺跡出土石器等に類例が認められる。

注１．「東台遺跡」昭和４９年臼杵市教育委員会

－１５－
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第１集石遺構と第１－５号炉穴検出状態（北から）
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第２集石遺構下部（南から）
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